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令和７年度はこんな１年でした

１年間の最終的な黒字額 約８４３万円 前年度から約４０２万円減少

水道料金収入 約２億6,178万円 前年度から約６４５万円減少

有収率 ９１．３％ 前年度から２．２ポイント低下

施設整備・借入金返済に使った金額 約9,980万円



2

水道事業のお金の仕組み

〇日々の運営

水道料金など
県から水を購入する費用

維持管理費
人件費など

日々の給水を維持する

＝ 収益的収支（第３条）

水道事業には「日々の運営」と「施設整備・借入金返済」という２つのお金の流れがある。
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水道事業のお金の仕組み

〇施設整備・借入金返済

補助金・借入金・
内部資金など

水道管や施設の
整備、更新

借入金の返済など

将来も安定して水を届ける

＝ 資本的収支（第４条）
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水道の利用状況

前年度との比較

項目 令和６年度 令和７年度 増減

給水人口 １０，８３３人 １０，６８３人 △１５０人

配水量 １，５１８，１８６㎥ １，４９８，０３９㎥ △２０，１４７㎥

有収水量 １，４１９，０７０㎥ １，３６７，１４９㎥ △５１，９２１㎥

有収率 ９３.５％ ９１.３％ △２．２ポイント
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水道料金収入の状況

前年度比 △６４５万円

給水人口や有収水量の減少に伴い、料金収入も前年度を下回った

水道料金は水道事業の収入の約8割を占める、最も重要な収入
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１年間に入ってきたお金

主な収入 金額 割合

水道料金
（給水収益）

約２億６，１７８万円 ７９．５％

町等からの補助金 約３，０５９万円 ９．３％

長期前受金戻入 約２，５０７万円 ７．６％

特別利益（※） ５００万円 １．５％

その他 約６９３万円 ２．１％

過去に施設整備のために受けた補助金や受贈した資産を、施設の使用期間に合わせて毎年収益として計上するもの

収益的収入 約３億2,937万円

※特別利益・・・令和６年度に発生した岡屋地先企業庁送水管漏水に係る保険金
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１年間にかかったお金

主な費用 金額 割合

県から水を購入する費用
（受水費）

約１億３，８００万円 ４３．０％

減価償却費 約８，７５３万円 ２７．３％

委託料 約３，５２２万円 １１．０％

人件費 約２，８０４万円 ８．７％

企業債利息 約１，７２０万円 ５．４％

その他 約１，４９５万円 ４．６％

収益的支出 約３億２，０９４万円

水道管や施設を整備した経費を、毎年費用として計上するもの
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前年度より利益が減少した主な理由

【利益を減らした主な要因】

・水道料金収入の減少 約６４５万円

・減価償却費の増加 約２，０４９万円

・企業債利息の増加 約４０１万円

【利益を増やした主な要因】

・長期前受金戻入 約８３３万円

・特別利益 ５００万円

※その他の収益・費用の増減 約1,360万円

令和７年度

黒字

約８４３万円
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施設整備と借入金返済

資本的支出 約９，９８０万円

建設改良費 ：約５，３０９万円 水道管の整備に使ったお金

企業債償還金：約４，６７１万円 過去の施設整備で借りたお金の返済

資本的収入 約５０１万円

補助金 ： 約５０１万円 整備に係る国からの補助金

不足する約９，４７９万円は内部資金等で補てんしている

なお、この不足額は日常の水道事業で発生した赤字ではない
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現在の経営状況

年度末の現金残高

約３億６，３３６万円

今後の工事や支払いに備えるお金

企業債残高

約１５億９，０７９万円

今後返済していく借入金

水道料金未収金（納期到来分） 約４０８万円（※）

前年度末から約１０８万円減少

催告や自宅訪問等により、引き続き回収に取り組む

※未収金総額ではなく、令和７年度末時点で納期限が到来している金額
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令和７年度決算から見えること

【令和7年度の状況】

１年間の収支は黒字となった

給水人口、有収水量、水道料金収入は減少した

有収率は前年度を下回った

施設整備に伴い、減価償却費や企業債利息は増加した

水道管の更新や借入金返済は今後も継続する




